
事業名: 佐賀県産業人材確保プロジェクト

事業責任者: 佐賀県産業労働部産業人材課 吉原幸子

【事業のあらまし】

グローバル化や少子高齢化に伴い国内市場が縮小している中で、企業間の競争は厳しさ

を増しており、本県産業が持続的に発展していくためには、企業がいかに良い人材を確保

できるかが鍵となっています。

また、人口減少社会が進行していく中、高校生や大学生等の大手企業志向により、認知

度が低い中小企業の人材確保は厳しい状況にあり、中小企業がほとんどを占める本県では、

産業人材の確保は大きな政策課題となっています。

このような中、本県では、平成２３年度から産学官の関係機関が一体となって県内企業

の人材確保を支援する「佐賀県産業人材確保プロジェクト」に取り組んでいます。

【平成２８年度の取組】（平成２９年２月１日現在）

１ 県内企業を紹介するポータルサイトの運営

・就職情報サイト「さが就活ナビ」

登録状況（H２９．１月末現在）掲載企業４５８社 
・プレ登録「さがここ！」のページを開設

・県内高校２年生全員に県内企業ガイドブック及び就活ワークルールブックの配布

２ 企業と求職者のマッチング支援

・平成２８年４月１７日 大阪府で「佐賀 U ターン就職セミナーin 大阪」を開催 
参加企業８社、 参加求職者１９名

・平成２８年４月２３日 東京都で「佐賀 U ターン就職セミナーin 東京」を開催 
参加企業１４社、 参加求職者４４名

・平成２８年４月２３日 福岡市で「さが就活ナビ合同会社説明会 in 福岡」を開催

参加企業３０社、 参加求職者９１名 

・平成２８年７月１２日 佐賀大学で「ものづくり企業就職相談会」を開催

参加企業２３社、参加求職者５０名

・平成２８年８月１２日 佐賀市で「SAGA 就職面談会」を開催 
参加企業６０社、参加求職者１２８名
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３ 産業界の人材ニーズに関する調査研究

・平成２８年７月８日 佐賀市で「産学懇談会」を開催

 参加者：企業６１人、学校５３人

・県内企業における人材ニーズ調査

調査期間：平成２８年１０月  回答：３５５社

４ インターンシップ事業

・受入企業の募集・取りまとめ、学校等への情報提供

・平成２８年１０月２７日 インターンシップ事例研究セミナーを開催

参加者：企業１４人、学校１２人 

「産業人材確保プロジェクト」概要図

産業人材確保プロジェクト推進会議

景気回復の動きが確かなものとなることが
期待される。
ただし、海外景気の下振れが引き続き景気
を下押しするリスクとなっている。

学生は大手志向が強く中小は人材確保が困難
県内企業は大半が中小で県民の認知度が低い
多くの高校生が県外に流出
（県外就職率は約４割、県外進学率は約８割）

企業の成長には有能な人材が必要 産学官一体で県内企業をＰＲ

〇 産学官推進会議（プロジェクト推進会議）の設置 〇 産業界の人材ニーズに関する調査研究
〇 県内企業を紹介するポータルサイト「さが就活ナビ」 〇 インターンシップ事業

の運営 県内企業紹介、学生等と県内企業のマッチング支援
推進会議構成団体で連携して県内外にＰＲ

○ プレ登録サイト「さがここ！」の開設
〇 企業と求職者とのマッチング支援

就職セミナー、企業研究セミナー

県内外から
有能な人材を確保

成
果

県内企業の認知度向上 若者の県内定着県内企業の人材確保支援

学校を通じて、高校・大学生等へ周知
⇒高校生はプレ登録・冊子やサイトで情報収集
大学生等はサイトに登録・情報収集

主な事業内容

構
成
団
体

（産業界）佐賀県経営者協会、佐賀県商工会議所連合会、佐賀県商工会連合会、佐賀県中小企業団体中央会、

佐賀県職業能力開発協会、佐賀県工業連合会

（教育界）佐賀大学、西九州大学、西九州大学短期大学部、佐賀女子短期大学、九州龍谷短期大学、

佐賀県高等学校教育研究会進路指導部会、佐賀県私立中学高等学校協会、佐賀県専修学校各種学校連合会

（行 政）佐賀県：産業人材課（事務局）、法務私学課、国際課 佐賀県教育委員会：学校教育課

佐賀労働局
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「さが就活ナビ内 プレ登録『さがここ！』」

「東京での合同企業説明会」

「産学懇談会」

事業名: 豊かな暮らしに‟さがのお茶”活用事業

事業責任者: 佐賀大学全学教育機構 五十嵐 勉

【事業のあらまし】

佐賀県が県外に誇れる伝統産業の一つに「うれしの茶」に総称される茶業があるが、近年

では、他県産の茶やペットボトル飲料、食文化の変容等により、県内においても消費が伸び

悩んでいる。釜炒りという独特の製法や、栄西、売茶翁等、日本の茶業文化に関わる歴史文

化遺産を有している佐賀県産のお茶の良さを県民自らが再認識し、利活用を図るなかで他地

域に広めることが求められている。

当該事業では、うれしの茶に総称される佐賀県産のお茶を、豊かな県民の暮らしづくりに

どのように活かしていくかという生活者視点に立って、お茶の飲み方や多様な利活用のあり

方、関連商品（茶器や茶菓子等）とのコラボ等について、お茶の歴史・文化の掘起しや現状

把握をもとに方策を考え、具体化していくことを目的としている。

【平成２８年度の取組】

全国有数の茶の生産地である佐賀の茶文化を全国に情報発信に取り組む特定非営利活動法

人高遊外売茶翁顕彰会と連携し、“さがのお茶”の情報発信と啓発に取り組んだ。

「佐賀城下ひなまつり」開催期間の平成 29 年 3 月 20 日（春分の日）、同会が運営を行う

肥前通仙亭にて、以下の啓発事業に取り組んだ。具体的には、①石臼で抹茶挽体験：石臼を

２～３回し、抹茶づくりを体験する、②どら焼きづくり：ホットプレートで家庭でもできる

お菓子づくりを体験する、③抹茶体験：嬉野釜炒りの抹茶でお茶を点て、自身が作ったどら

焼きと一緒に楽しむというプログラムである。

当日は「佐賀城下ひなまつり」の観光客で肥前通仙亭が賑わう中、約 100 人が本プログラ

ムを体験した。
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